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○リサイクルは，どのように環境負荷の低減とエネルギー消費の抑制に貢献できるのか
を調べる。また，コスト面についても考える。

ねらい
・	リサイクルは，資源を有効利用し，環境負荷の低減とエネルギー消費抑制をするための手段であること，

リサイクルは廃棄物を減少させることを理解させる。
・分別して資源ごみとして出すだけでなく，リサイクルによる製品の購入・消費をすることによって，資

源の循環が円滑に行われることに気付かせる。

教科に見る活用場面
・中学校　　社会（公民的分野）	 「世界平和と人類の福祉の増大」
　　　　　　技術・家庭（技術分野）	 「技術の進展と環境との関係について考えること」
　　　　　　　　　　　（家庭分野）	 「自分や家族の消費生活が環境に与える影響について考え，環境に

配慮した消費生活について工夫し，実践できること」
・高等学校　地理歴史（世界史Ｂ）	 「グローバル化した世界と日本」
　　　　　　公民（現代社会）	 「共に生きる社会を目指して」
　　　　　　　　（政治・経済）	 「国際社会の政治や経済の諸課題」
　　　　　　理科（科学と人間生活）	 「物質の科学」
　　　　　　　　（化学基礎）	 「科学と人間生活との関わり」
　　　　　　家庭（家庭基礎）	 「ライフスタイルと環境」
　　　　　　　　（家庭総合）	 「持続可能な社会を目指したライフスタイルの確立」
　　　　　　　　（生活デザイン）	 「ライフスタイルと環境」

活動の内容
（1）グループ内で，ワークシートの「１　身近なもののリサイクル

について調べよう。」の表に掲げた五つの製品について調べる担
当を決める。

（2）各担当はワークシートの「1　身近なもののリサイクルについ
て調べよう。」の記入欄に資料で調べたこと，知っていること，
考えたことをまとめる。

（3）ワークシートの「２　携帯電話やデジタルカメラの買い替え時には古いものをどうすればよいかを考
えよう。」について，自分はどうしようと思うかを記入する。

（4）グループ内で，各自がまとめたワークシートの１と２の内容について，お互いに情報交換し共有する。
（5）グループでワークシートの「３　リサイクルで気付いたこと，再生品と非再生品との一番違う点など

を書こう。」について話し合って記入する。
（6）グループとしてのワークシートを完成させ，全体に発表することで共有する。

準備するもの
・ワークシート
・生徒用資料

身の回りのリサイクル
時　期
時　間
場　所

いつでも
１～２時間
教室
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活用ガイド
○指導上の工夫・留意点

・リサイクルは，リサイクルする行為自体を目的と考えないように留意する。
・リサイクルすることによって，資源の有効利用や廃棄物の減少にはなるが，必ずしもエネルギー消費

抑制に貢献できるとは限らない。そのため，３Ｒの中では，リデュース・リユース・リサイクルの順
に優先させることが大切である。

・関連するプログラムとして「ごみと３Ｒ」（p.222），「ポイ捨てをなくそう！」（p.230），「プラスチッ
クを探ろう」（p.241）がある。

○発展学習
　製品を生産するには，大量のエネルギーを必要とし，多くの産業廃棄物を排出することになる。
　ワークシートの中でも，これらについて調べた結果が出てくることもあると思われるが，リサイクル
品を再資源化して利用する場合は，天然資源からのみで製品を生産する場合と比べて，環境負荷の低減
とエネルギー消費抑制にどの程度の影響があるかを調べさせる。また，持続可能な社会の実現のために
できる取組として，循環型社会の構築，環境負荷の低減，エネルギー消費抑制などは，具体的にどのよ
うに進めていくべきかを題材として発表させ，共有する。

○活動にあたって参考となる文献やＷｅｂサイト
・「環境省_廃棄物･リサイクル対策」　環境省　http://www.env.go.jp/recycle/
・「リサイクル」　経済産業省　http://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/shigenjunkan/
・「資源・リサイクル促進センター」　（一社）産業環境管理協会　http://www.cjc.or.jp/
・モバイル･リサイクル･ネットワーク　http://www.mobile-recycle.net/
・（公財）日本容器包装リサイクル協会　http://www.jcpra.or.jp/
・（公財）古紙再生促進センター　http://www.prpc.or.jp/
・全日本プラスチックリサイクル工業会　http://www.jpra.biz/

プログラムの作成において参考とした文献やＷｅｂサイト
○「政府広報オンライン・お役立ち情報」内閣府大臣官房　http://www.gov-online.go.jp/useful/
○「製紙産業の現状・古紙」日本製紙連合会　http://www.jpa.gr.jp/states/used-paper/
○（一社）プラスチック循環利用協会　http://www.pwmi.or.jp/
○ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会　http://www.petbottle-rec.gr.jp/
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ワークシート
身の回りのリサイクル
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○小型家電のリサイクル

　小型家電リサイクル法は平成25年4月1日に施行された。この背景には，使用済みの小型電子機
器等に含まれるアルミニウム，貴金属，レアメタルなどがリサイクルされずに埋め立てられてい
たことがあり，その対応を急がなければならないことがあった。

生徒用資料

−236−



３　
Ｒ

○紙のリサイクル

１　正しく分別！（使用された紙である古紙は種類ごとに用途が異なる。）
　再生される紙によって，使用される古紙の種類が違う。つまり，古紙の有効利用には，正しい
分別を行い，紙の原料にならない異物（禁忌品）が混ざらないようにすることが不可欠である。

２　古紙の回収と利用
　紙のリサイクルを促進するもう一つ
のポイント。それは，古紙を利用した
製品を使うことである。
　古紙を再生利用した製品にはグリー
ンマークが表示されている。

生徒用資料
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○プラスチックのリサイクル

１　プラスチックの主な長所
　・軽くて丈夫　　・さびや腐食に強い　　　　・大量生産が可能
　・断熱性が高い　・電気絶縁性に優れている　・衛生的でガス遮断性が高い

２　プラスチックの利用のされ方

３　プラスチックリサイクルの三つの方法

４　循環的な利用の現状
　プラスチックは加工のしやすさ，用途の多様さから非常に多くの製品として利用されている。
　プラスチック循環利用協会の推定では，平成23年度におけるプラスチックの生産量は，1,159万
トンとされ，国内消費量は987万トンとなっている。排出量に対する有効利用量（容器包装リサイ
クル法で定められたリサイクル手法による処理量に，産業廃棄物の再生利用量や熱回収量を加え
た量）の割合である有効利用率は，平成23年には78％と着実に向上しており，その他，単純焼却
が11％，埋め立て処理が11％と推計されている。
出典：「環境白書」環境省（2013）

生徒用資料
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○ペットボトルのリサイクル

１　マテリアルリサイクル
　回収したＰＥＴボトルを細かく砕いた再生フレークを原料にして，いろいろな製品をつくる方
法である。製品の種類は年々増えており，より身近なものになっている。ＰＥＴボトルを再利用
して一定基準を満たした製品には「ＰＥＴボトルリサイクル推奨マーク」がついている。

２　ボトルtoボトル
　回収したＰＥＴボトルをケミカルリサイクルまたはマテリアルリサイクル（材料リサイクル）
によりＰＥＴ樹脂と同じレベルの高純度原料にもどし，再びＰＥＴボトルをつくる方法で，これ
までの方法とまったく品質の変わらない透明できれいなＰＥＴボトルになる。

○再生ＰＥＴ樹脂の用途

生徒用資料
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○アルミ缶のリサイクル（アルミ缶はこうして生まれ変わる）

　アルミ缶はアルミ缶へ，何度も何度も生まれかわ
ることができる。有効な資源としてアルミ缶を大切
にしよう。

ＣＡＮ to ＣＡＮ の推進
　アルミ缶は「アルミ缶からアルミ缶へ何度でも
生まれ変わることができる」という大きな特長を
もっている。使用済のアルミ缶を新しいアルミ缶
に再生することは，資源の有効利用や地球環境保
全にとっても大きな意義のあることである。

○リサイクルの４つのメリット

１　エネルギーが節約できる。
　回収されたアルミ缶から再生地金をつくるエネ
ルギーは，原料のボーキサイトからまったく新し
い地金をつくる時のエネルギーのたった３%で良
い。なんと97％ものエネルギーが節約できる。

２　資源を大切にできる。
　アルミニウムをつくるには，ボーキサイトという天然資源が必要である。これは地球上にいく
らでもあるわけではない。限りある資源を大切に使い，エネルギーを節約するためにも，リサイ
クルはたいへん重要である。

３　ごみを減らすことができる。
　どんどんゴミを捨てていると，処分場はすぐにいっぱいになってしまう。アルミ缶のように再
利用できるものは捨てずに，リサイクルすることでゴミを減らすことになる。

４　リサイクルによって収益金が得られる。
　子供会，自治会などのボランティア活動でアルミ缶リサイクルに参加した場合，回収した量に
応じて収益が得られる。利用価値の大きいアルミ缶リサイクルに，ぜひ参加しよう。

○省エネルギー効果

　平成24年度に再生地金とされたアルミ缶285401トンは，ボーキサイトから新たに地金作る場合に
比べて，405.2億MJのエネルギーの節約になった。
　これは電力量に換算すると63.1億kWhになり，全国世帯数（5195万世帯）のおおむね13日分の使用
料電力量に相当し，国内家庭電力料金では1420億円分になる。

生徒用資料

−240−


	Ⅰ　環境学習プログラム
	Ⅰ－４「ごみ・資源」に着目したプログラム
	身の回りのリサイクル



